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　旧体育館の老朽化に伴い設計案をプロポーサル方式で公募・審査し、“ 内藤廣建築設計事務所 ” にて設計されました。静岡県産の杉をふんだん
に使い木材の地産地消をすべく計画・設計されています。杉と鉄骨が組合わされた構造や内装材にも天竜スギが多く使用されており木の暖かさを
感じられる建物となっています。また、防災拠点としての機能も有し十分な耐震性を持つ建物となっております。

【表紙の写真】「このはなアリーナ（静岡県草薙総合運動場体育館）」

このはなアリーナ（静岡県草薙総合運動場体育館）内観
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早いもので、新支部長を拝命し、アッという間の

１年が経とうとしています。

今年度から、広く一般の方々からも中部支部活動

を知っていただくため、支部ホームページを完全リ

ニューアルして、逐一、活動報告や情報提供をして

います。（未だご覧になっていない方は是非！

→ http://www.shijikyocyubu.org/）

そして年３回発行してまいりました中部支部広報

誌「The　Tube」は、「一年間の集大成」という充実

した内容で年１回の発行とし、皆様のお手元に永久

保存版として残していただければと思います。

本広報誌を作成にあたり、改めてこの一年を振り

返りますと、皆様のご協力により、非常に盛りだく

さんで活発な支部活動を展開していただき、この場

をお借りしまして厚く御礼申し上げます。

今年度は、著名講師の旬な題材としました各種講

演会により、支部会員のみならず、他支部や行政、非

会員の皆様にも多数ご参加いただきました。そして

研修視察や親睦イベントなど、技も楽しさも満喫で

きたことと思います。こうした事業を通じて、会員

皆様にとりまして、普段の業務に少しでもご活用い

ただければ幸いです。

次年度の事業につきましては、あまりにも素晴ら

しかった初年度以上の結果を出さなければならない

という、変なプレッシャーを感じつつ、この一年間

の事業とは一味違う別の角度から、本来あるべき公

益団体としての活動を、より目指して行きたいと考

えています。

本会では事務所縮小や準会員制度など、経費削減

や会員増強に取り組まれていますが、中部支部とし

ましても、収益性の有るまちづくり事業を展開し、会

の内需拡大に少しでも寄与できればと考えています。

また、本年６月から施行されます、建築士法なら

びに建築基準法施工令の一部改正につきましても、

講習会などを通じまして、会員皆様に早く分かりや

すく情報発信してまいりますとともに、何と言いま

しても、会の運営に必要不可欠な、会員の拡大事業

も推し進めていきます。

結びに、誰もが所属したくなる会にするためにも、

皆様から忌憚のないご意見を頂戴し、役員一同、会

の運営改善に反映してまいります。

是非、今後とも皆様のご協力ご参加を宜しくお願

いいたします。

今年度を振り返って・新年度への抱負

高橋　辰弥

（一社）静岡県建築士事務所協会 中部支部

支部長
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　今年度より、会員委員長から担当副支部長となり、中村委員長と共に会員相互のコミュ

ニケーション・支部の活発な活動の一助となるよう活動してまいりました。ご参加頂いた

皆様や会員委員会の皆様の御協力により、各親睦会共に例年以上の盛り上がりとなりまし

た。有難う御座います。

　新年度は、当協会最大の課題である会員数の維持・拡大に、より一層寄与出来るように

務めたいと思いますので、宜しくお願い致します。

　会員の皆様のご協力により、26年度も充実した支部活動を展開することができました。

有難うございました。財務状況が厳しい折、今後もこのような活動を続けるためには、尚

一層仲間を増やすことが必要となります。この活動を非会員の皆様にも伝えるべく、広報

委員会としてはホームページの充実を図り、検索数も順調に伸ばしております。総務委員

会としては、円滑な理事会運営はもとより、委員会相互の連携を深める活動を継続して参

ります。

　微力ながら、この 2委員会を担当させて頂き、中部支部らしく活気のある一年にしたい

と思います。今後ともご協力を宜しくお願いいたします。

　耐震委員会では、日本大学の佐藤秀人先生をお迎えし、「戸建住宅の基礎地盤を考える－

自然災害に強い基礎地盤は作れるか」と題しご講演頂きました。最近の災害をみると、広

島の土石流、由比や浜松の地滑り、御嶽山の噴火、白馬村での地震等建物や人的被害を伴

う自然災害が多様になっています。来年度は地震や津波だけでなく、想定される自然災害

に対する減災について考える委員会活動を目指していきたいと思います。ご協力宜しくお

願いします。

清水　誠一

齊藤　滋史

望月　滋人

総務・広報委員会担当副支部長

会員委員会担当副支部長

耐震委員会担当副支部長

総合建設業

不 動 産 業

産業用クレーン

製造・販売

本　　　社 〒427-0041 島田市中河町 8942-1　TEL 0547-37-9811
西部営業所
H　P http://www.arctokai.com

〒439-0013 菊川市牛淵 2168-35 　TEL 0548-25-5501

株式会社 アーク東海アーク東海
一級建築士事務所

http://www.inabashoten.co.jp/

株式会社 稲 葉 商 店

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

副支部長あいさつ

02



シンプル＆シャープ
洗練のトイレ空間を
創出します。

三和のトイレブース
セレブース
KT40-N

静岡県建築士事務所協会広報誌 ザ・チューブ　H45×W90

静岡統括営業所  054-262-0111

　本年度は、業務委員会ではファイナンシャルプランナーによる、税金や各種補助金をか

らめた住宅の資金計画など。

　都市委員会では、東京オリンピック国立競技場の問題点が、実は静岡におけるものと合

致するなど。

　実に幅広い内容の講演を行いました。

　会費の増額により、会員の増員に苦戦している昨今。

　魅力ある講演をつづけることにより、会員メンバーが楽しめることはもちろん、会員の

増強にも努めたいと思います。

高木　一滋
業務・都市委員会担当副支部長

　今年度は消費税の増税に始まり、公共工事の不況等、建築家にとって悩む事が多かった

一年の様にも感じますが、裏を返せば我々建築に携わる者として、目先の事や習慣に流さ

れるのではなく、次世代に繋げる『何か』を探す一年だったように思われます。

　幸いなことに中部支部には高橋支部長をはじめパワフルなメンバーが在籍しています。

　新年度も諸先輩方に見守られながら、多方面から見つめ直し、柔軟な発想でこれからの

建築家像を築き上げていくきっかけの年に出来ればと考えております。

　そのようなきっかけを作るセミナーや視察など、ますます力を入れていきたいと思いますの

で、新年度も変わらずご指導の程、よろしくお願い致します。

山本康二朗
研修・技術委員会担当副支部長

　今年度より立ち上げられた会員拡大特別委員会です。皆様のご協力により平成 27年２

月現在、正会員３社、協力会員 10社の入会をいただくこととなりました。会員の拡大は

なかなか一人で走り回っても達成できるものではありません。次年度も今年度以上におひ

とりおひとりの紹介、推薦を頼りに進めてまいります。また、新年度は県内の登録設計事

務所すべてを対象に講習会案内、入会案内などのＰＲ活動も進めてまいります。

　新年度も皆様の情報をお待ちしております。

小池　昌範
会員拡大特別委員長兼副支部長
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　本年度総務委員会では、例年同様に、全体会議の企画・運営を行い、支部理事会の設営・

議事録作成も行いました。また、各委員会活動の情報交流を心掛けると共に、会員拡大に

ついての方策を模索する中においては、候補者名簿作成への道筋をつけました。

　新年度においては、中部支部が円滑に運営できるように理事会・各委員会・事務局との

連携を図りながら、会員拡大にも努めていきたいと考えています。

小澤　慶司
総務委員会委員長

原寸大
　年間通して全 3回（春・夏・冬）の親睦会を開催してみて思う事…。自分は大した事も

やっていないのに大変でした。それでも周囲の方々（齊藤副支部長、事務局、会員委員会

のメンバ－）の協力があって何とかやり遂げる事が出来ました。本当にありがとうござい

ました。この親睦会を開催する事で会員同士のコミュニケ－ションを活発にして、各委員

会のより充実した活動の源になればと思います。来年度も引き続き会員委員長をやらせて

頂きますが、今年度よりも更に楽しい企画をもってそして自分も皆さんと楽しみながら親

睦を深めていきたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。

中村　博臣
会員委員会委員長

　今年度、研修委員会では定期講習の設営や視察研修の企画・設営を致しました。視察研

修ではただ見学するだけでなく、実際に設計された事務所の方からお話を頂くことで、参

加された皆様が深く理解できるような設営をいたしました。来年度もさらに工夫をして、よ

りよい視察研修になるよう努めたいと思います。宜しくお願いいたします。

大瀧　敬久
研修委員会委員長
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桧の力で暮らしにプラス！

（株）佐野製材所
静岡市駿河区用宗小石町4-20

TEL  054-259-2120  /  FAX  054-258-3945

info@premiumuwood.jp

代表取締役

〒421-0122 静岡市駿河区用宗1丁目12-22　TEL 054・257・6871／FAX 054・257・6881

望 月 晴 生

　今年度都市委員会は、「新国立競技場の建設で問われていること」と題し、建築家芦原太

郎氏と京都工芸繊維大学教授松隈洋氏による対談を開催しました。将来のものづくりと生

産システムへの可能性に言及したその内容には、オリンピック後のまちづくりへの示唆に

も富み、今後の建設界に波及するだろう刺激的な内容で幕を閉じました。来年度の都市委

員会は今年の成果を踏まえて、実際のまちづくりや都市計画で活躍している人たちとの討

論会やワークショップへと、この流れを繋げていきたいと思いますので今後ともよろしく

お願いいたします。

鳥居　久保
都市委員会委員長

　今年度はありがとうございました。

　皆様にご指導頂き技術委員長として反省は多くありますが何とか1年終える事が出来そ

うです。

　次年度は、BIMセミナーの次バージョン、技術委員会で提案させて頂く講習会を考えて

おります。

　事務所協会会員様、多方面の方等楽しみにしてください。

　また、会員拡大にも協力して行きたいと思いますので、宜しくお願いします。

大槻　正広
技術委員会委員長

　本年度、業務委員長を拝命し、委員の皆様のご尽力により本会事業への協力を含めまし

て、住宅新築に関する資金計画や各種助成金に関する講習会を開催（10月）し、多数の皆

様にご聴講を頂きました。この場をお借りし厚くお礼申し上げます。

　新年度につきましても引き続き微力ではありますが、担当副支部長のご指導のもと、本

委員の皆様と共に支事協会員の皆様に対して日常業務に役立つ有益な情報をお伝えして、

本会の繁栄の一助となるよう努力してまいります。どうぞ御協力のほど、よろしくお願い

申し上げます。

杉山　　穣
業務委員会委員長
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＝豊かな経験・最新の技術＝
電気工事・通信工事・ＦＡ工事・メンテナンス・太陽光発電システム

本社／静岡市駿河区曲金 5-17-5　TEL〈054〉284－4111 FAX〈054〉284－6753
支店／東京・神奈川・東部・中部・西部

代表取締役　増 田 玲 司

　今年度は広島で土砂崩れが発生したことを受け、戸建て住宅の基礎と地盤についての講

習会を開催致しました。多くの方に参加頂き、ありがとうございました。

新年度は、本会と共に耐震改修促進法に伴う啓蒙活動を他団体と協力して行えないかと考

えております。

　高橋支部長、望月副支部長のご指導の下、委員会メンバーと共に活動して参ります。ど

うぞ宜しくお願い至します。

脇坂　和洋
耐震委員会委員長

　リニュアールしたホームページ（ＨＰ）が今年度から始まりました、管理・運営を広報
委員会に委託されましたが広報誌と違いスピードが要求され戸惑いの中でスタートしまし
たが、経験もなく手探り状態で情報を収集し投稿して来ましたが会員皆様が喜んでいただ
けたかは甚だ疑問が残ります。担当委員、事務局には大変な尽力を注いでいただき無理な
お願いもしてきました、今年度の目標はベースとなるＨＰを作成しＵＰすることでしたの
で満点とは行きませんが達成出来たことに安堵しています。また、メールマガジンも発行
に至り迅速に会の活動、及び、情報を提供出来たと思います。
　広報誌（チューブ）を楽しみのしている人には年１回の発行になりましたが充実した内
容の記事を作成し県内の行政窓口、及び、会員の皆様等に事務所協会中部支部のＰＲをし
ていきたいと思います。
　来年度も寄り一層の広報活動をしていきますので期待してください。

西原　　桂
広報委員会委員長

　今年度は高橋支部長　新体制の下、正会員との懇親を深めるための事業として、会員委

員会との親睦事業、ゴルフコンペの開催・親睦旅行等の運営をしてまいりました。

　新年度も各委員会に、技術会員が積極的に協力し、新商品といった最新技術の説明を行

う場を設け、各社の専門分野の情報を進んで提供し、相互間の交流を深める事業の運営を

すると共に、正会員との懇親を深めるための親睦事業も企画運営していきますので、どう

ぞご協力のほど宜しくお願い致します。

望月　晴生
中部建築技術会会長
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　この原稿を書き出したのは 1月17日早朝、1995年の大震災を乗り超えて20年が経ちま

した。その間 3.11と私達の業に関わる大きな波が寄せた20年だったと思います。

　思い返せばこの時代に大きな変化があったと感慨深く思い、投稿させていただきました。

　中部支部は高橋体制となり早１年、３役、委員長と共に一丸となって会員の為の事業を

され大変苦労され感心に思います。協会の運営も皆様の奉仕の気持ちでつつがなく進み大

変感謝する気持ちで一杯で有ります。

　平成27年度は見直しされた建築基準法の施行年度となり昨年と同様に一層の情報提供

が望まれる年となると思います。

　本年度も頑張りましょう。

　平成26年4月から導入された消費税の3%UPでそれ以前に多少の駆け込み受注があった

ものの設計・監理業務が例年になく落ち込んでおります。大都市と地方・大企業と中・零

細企業との間には経済浸透に時間差のあることは、経験的に分かっていたつもりですが、何

か先行き不安なのは私だけでしょうか。

　平成26年度の委員会事業ですが、どこの委員会事業も大変中身の濃い充実したもので　

多支部に誇れる内容で進められたと思っております。平成27年度も前年に勝る内容で進め

られることを願っております。

　又、会員増強ですが、前記の ｢先行き不安｣ を考えると非常に大変なことと思いますが　

目先を変えた勧誘方法でよい方向に向いてくれればと思っております。当然、私も会員増

強に力を入れていくつもりでおります。

　そして、事務所協会が関連業界の中だけでの存在感だけでなく、一般市民にも存在感を

示せる協会として又、交流が進められるよう努力しなければと思っております。

伊村　善郎

望月　　肇

中部支部　監事

中部支部　監事

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms
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平成26年度 全体会議 総務委員会

支部長ご苦労さん会

日　時／５月８日（木）17:30～18:45
場　所／グランディエール ブケトーカイ
次　第
1.  開会の辞　　　　
2.  物故者への黙祷　　
3.  支部長挨拶
4.  議事
　（１）議長選出
　（２）議事
　　　（イ）平成25年度事業報告
　　　（ロ）�平成25年度収支決算報告

並びに監査報告
　　　（ハ）役員承認
　　　（二）平成26年度事業計画案
　　　（ホ）平成26年度収支予算書案
　　　（ヘ）その他
5.  新入会員紹介（正会員）
6.  来賓紹介・挨拶
7.  閉会のことば
　　　総務委員長　小澤慶司

　有志による、前年度中部支部長金丸氏の6年に渡る
功労を称えると共に、共に歩まれた、中部建築技術会前
会長の渡会氏も６年間の功績に感謝し、7月９日に開催
されました。経済状況が厳しい中大変な思いで協会を
まとめていただいた事に心から感謝します。

　本年度は、５月８日に葵タワーのグランディエールにて全体会議を行いました。
例年に比べ、多数のご参加を頂き、盛況の内に開催することができました。
　「総会」から「全体会議」へと名称変更となり２年目でしたが、議決事項や審
議事項はないため、議事も25年度の事業と会計の報告、26年度の計画と予算
の説明となり、スムーズに進行致しました。新年度の役員も承認され、新たな出
発となりました。今後も、皆様方のご協力をよろしくお願い致します。

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

各委員会行事
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草薙体育館見学会

「これはスゴイ建築だ！」

　静岡県、内藤設計、鹿島建設のご厚意により、建設中の
草薙体育館を見学してきました。

①構造がスゴイ！
　重さ2500トンの鉄骨トラス屋根を256本の大断面集成
材が支え、メッシュ状の鉄骨ブレースが水平力を負担する。
　さらに足元はリング形状のコンクリートにテンションを
かけ、それらをガッチリ受け止めている。
　このコンクリートリングは上部木部への火災延焼を食い
止める「火炎返し」の機能も兼ねている。
　また、基壇のＲＣ造部分とは中間免震装置で切り離すこ
とで上部構造を安定させ、構造を成立させている。
　シンプルな構造論理を最新の解析技術により実現して
いるこの建物は世界的にも秀逸なものだと感じました。

②施工がスゴイ！！
　ＲＣ造の基壇をつくった後、屋根を先行して組み立てて
いく。
　この時に屋根を支える「ベント」という仮設柱状支保工
がスゴイ。今まで見たことのないものでした。
　現場内に足を踏み入れると、建築現場というより造船場
にでも来たかのように錯覚します。
　屋根が出来ると、いよいよ県産スギ同一等級材という、
まさに大トロのようなラミナ集成材の柱を取り付けていき、
メッシュ状のブレースで仮止めしていく。 
　全ての架構ができると、「ジャッキダウン」という工程で
屋根の荷重がベントから木の柱に移される。
　なんという感動的な施工現場なんだろうと、かつて無い
体験をしました。

③木材調達がスゴイ！！！
　この建物を特徴づけている最大のポイントは木材の大
胆な利用方法にあると思います。
　256本、長さ14.7ｍ、360×600mmの断面からなる集
成柱材は天竜スギを約800立米使用しています。
　設計者である内藤廣さんがプロポーザル時から「スギに
無理をさせない」とおっしゃっていましたが、構造理論はも
ちろん、製材からラミナ製造まで一貫して無理をさせない
ように同一断面、同一長さで計画しているところがスゴイ
と思います。
　木材調達から製造まで一貫して受けている業者さんの
お話では、工事の約２年前に山を押えて伐採したそうです。

　設計も出来ていない時点から材料を確保しなければな
らない事情こそ、大規模木造の最大の課題であると思われ
ます。 
　今後、この建物をはじめとして、東京オリンピックに向け
て多くの大規模木造建築施設がつくられると思われますが、
木材調達についての公的なルール作りが喫緊の課題であ
ると感じました。

平成26年7月3日　広報委員　永田章人

技術委員会
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ゴルフコンペ開催

納涼親睦会

優勝	 立道　幸男 様	 ４２・４４・８６

準優勝	 秋澤　克己 様	 ４３・３６・７９

３位	 宮岡　直行 様	 ４６・４５・９１

13位	 嶋尻　行雅 様	 ５４・５４・１０８

BB	 河住　力志 様	 ４６・５０・９６

BM	 脇坂　和洋 様	 ５０・７０・１２０

当日賞17位	 坂田　寛明 様	 ４２・４４・８６

　納涼親睦会は8／6（水）6：30PMよりパルシェ屋上
ビアガ－デンにて開催致しました。当日の天候は、昼間
は猛暑でしたが夕方から風が出始めて涼しくなり、まさ
にビアガ－デン日和となりました。士事協本会・東・西部
支部の方々をはじめ、大変大勢の方が参加してくれまし
た（およそ150名）。アトラクションでは、豪華？景品付
とあって大変盛り上がりました。関係者の方々のお蔭で
とても楽しい時間を過ごす事ができ誠にありがとうござ
いました。

会員委員会委員長　中村博臣

以上の結果です
 
※今回は山崎　善利様（元事務所協会会長）がNPO法事理事長を任

期満了にて退職されました。
　山崎氏の今までの様々な御活躍により事務所協会が繁栄され、ゴ
ルフコンペなどは山崎氏の一声で開催される様になりました。
　今回は今までお疲れ様と、これからも中部建築技術会の顧問として、
正会員とのパイプ役でもう少し頑張って下さい。
　ゴルフメンバー参加者全員にてお礼申し上げます。

中部建築技術会

会員委員会

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural FirmsTHE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms
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視察研修旅行

　平成26年9月11日（木）に静岡県建築士事務所協会技
術委員会主催の視察研修旅行が行われました。
　浅草文化観光センター・回向院念仏堂・SHIBAURA 
HOUSEを見学しました。

■浅草文化観光センター  建築概要
場所　東京都台東区雷門
設計　株式会社隈研吾建築都市設計事務所
施工　フジタ・大雄特定建設工事共同企業体
構造　鉄骨造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造）
　　　地上８階地下１階建
規模　建物最高高 38.907m
　　　敷地面積 326.23㎡
　　　建築面積 234.13㎡
　　　延床面積 2,159.52㎡
竣工　2011年12月

■回向院念仏堂  建築概要
場所　東京都墨田区両国2-8-10
施主　宗教法人回向院
設計　河原泰建築研究室
施工　松井建設
構造　混構造（鉄筋コンクリート＋鉄骨）
　　　地上3階建
規模　敷地面積 1174.89㎡
　　　建築面積 447.30㎡
　　　延床面積 574.36㎡
竣工　2013年4月

■SHIBAURA HOUSE  建築概要
発注者　　　広告製版社
設計・監理　 妹島和世建築設計事務所
施工　　　　清水建設
竣工　　　　2011年6月
構造・規模　 S造5階建
延床面積　　950㎡
所在地　　　東京都

浅草文化観光センター 2F 観光情報コーナー

回向院念仏堂 2階客殿と外回廊

SHIBAURA HOUSE 外観

SHIBAURA HOUSEにて記念撮影

浅草文化観光センター 2F 観光情報コーナー 回向院念仏堂

浅草文化観光センター 外観

回向院念仏堂 1階の念仏堂

SHIBAURA HOUSE 外観

技術委員会
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大阪親睦旅行

なんばづぼらや道頓堀店にて夕食

アンドリュース記念館

旧伴家住宅

あべのハルカス あべのハルカス

大阪木材仲買会館

しろたやにて昼食

中部建築技術会

　10月10日（金）、11日（土）の両日に開催された中部建築技術会主催の親睦旅行は望月会長、高橋中部支部長ご夫妻を
はじめ32名が参加し、楽しく有意義な2日間を過ごすことができました。
　近江八幡のヴォーリス建築、大阪のアベノハルカス、大阪木材仲買会館、大阪市庁舎周辺等見所満載でした。
　懇親会はもとより、移動中のバスの中での懇親懇談がたくさんできたのが旅の大きな目的の一つです。
　今回は望月新会長の気配りばかりが印象的な旅だなと感心したのは私だけじゃないでしょうね。次回も楽しく、有意義
な旅を期待してます。

㈱佐野製材所　佐野　賢輔

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

各委員会行事
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住宅補助金 講習会

BIMセミナー

１級ファイナンシャル・プランニング技能士
（日本FP協会認定講師）　岩本　裕二氏

講習会名「建築士のための住宅補助金活用術＆FPが教える相続贈与について」

「建築界にとって本格的なIT革命の到来であるBIMを学ぶ」セミナー

　平成26年度「建築士のための住宅補助金活用術＆FPが教える相談贈与
について」と題して、10月7日（火）にペガサートプレゼンテーションルーム6
階にて開催しました。 

　中部支部BIMセミナー開催にあたり協力してくださいました方 、々ありがとうございました。
　90名の申し込み、会場内も㈱日建設計 山梨氏に熱く耳を傾けていました。従来のCAD図面、いわば単なる線と文字の
集合体のようなものから3次元モデルを作りコンピューターの中で仮想的な実験やシュミレーションを行なって図面の見え
る化で、短時間の設計案、建設関係者への情報、また意匠、構造、設備と同時に設計を進められ各部材が干渉した場合、そ
の場でお互い調整することができ、またボルト1本まで正確に数量集計も行え、バーチャルの中で竣工して施工の手戻りを
無くし、BIMで現場合わせ作業しプレハブ化、ユニット化をめざし完成後、運用、維持管理まで広がるらしい。
　またのセミナー楽しみにしてください。

中部支部　技術委員長　大槻正広

業務委員会

技術委員会

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms
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冬の親睦会

　平成26年12月9日に、建築士事務所協会中部支
部の冬の親睦会を開催致しました。
　第一部は落語家入船亭扇辰師匠・小辰様を招い
ての寄席、第二部は宴席という豪華2本立ての構成
でした。
　第一部の寄席では、真近でその迫力と笑いを拝
見する事ができ、大変貴重な時間を過ごさせて頂
きました。第二部の宴席では、とても楽しい忘年会
となりました。アトラクションはス－パ－ビンゴを
行い、運の良かった方はお土産（スイーツ）を持っ
て帰って頂きました。
　今回の冬の親睦会も夏の時同様、本会からも来
て頂いたりととても大勢の方の参加を賜り、大変楽
しい時間を共有する事ができました。本当にありが
とうございました。
　今年も残り僅かです。風邪など引かれる事のな
い様に…。良い年をお迎えください。

会員委員会委員長　中村博臣

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

各委員会行事
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会員委員会
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パネルディスカッション

対談「新国立競技場の建設計画で問われていること」
　2020年の東京五輪誘致のタイミングに、新国立競技場建替えの国際設計コンペが昨年開催され、11月ザハ・ハディドが
その設計者に決定しました。CGで見る限りその曲面を多用した優美かつ躍動的なデザインは、見る人を近未来的デザイン
の世界へ誘い、言葉を失わせるほどの威容は「良い悪い」の尺度を超えて圧倒的迫力で人々に迫りました。
　その後正式に東京五輪が決まり、ザハが提案する新国立競技場が現実のものとして報道された時、先ず声を上げたのが
槇文彦氏でありました。
　彼は、都市の文脈にそぐわないスケールとプログラムの未熟さを指摘し、都市デザインに向き合う際、何を判断の基準に
据えればよいかをJIAの機関誌の中で明確にしました。さらに成熟した市民社会においては、市民の同意なくして景観を私
的に変えることは許されないことを、ヨーロッパの都市を引用して説き、景観やまちづくりを考える際の規範や拠り所を正
確に示して見せました。
　これがきっかけとなり、新国立競技場と東京五輪の関連施設にまつわる是々非々は、五輪後のまちづくりのあり方と、そ
のための市民合意の大切さへと議論の方向を向かわせました。
　我々、静岡県建築士事務所協会中部支部　都市委員会は、東京で起きているこの議論に注目しました。これは東京一都
市の問題ではなく、どこの都市にもあてはまる現代的テーマではないか、さらに都市デザインとは専門家による事前レ
ヴューがあって初めてその是非を市民に問い、合意を得ていくプロセスがあるべきものではないか、・・・。

　以上のような経緯を経て、ここに二人の建築家の対談を企画しました。

都市委員会

芦原太郎 氏
芦原太郎建築事務所所長

松隈　洋 氏
京都工芸繊維大学教授

日　時　2014年12月11日（木）
開　場　14:00～
対　談　14:30～17:00
会　場　ペガサート6階
　　　　プレゼンテーションルーム

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms
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耐震セミナー

「戸建住宅の基礎と地盤を考える－自然災害に強い基礎地盤は作れるか－」

日　時　平成27年2月10日（火）
会　場　ペガサート7階　大会議室　静岡市葵区御幸町３－２１
講　演　14：00～15：30

　　　　　　講師　佐藤秀人 氏　日本大学短期大学部 建築・生活デザイン学科 准教授
　　　　　　1　地形（微地形）と発生しやすい被害
　　　　　　2　地震、津波、土石流などの被害の実例
　　　　　　3　自然災害時の対策
　　　　15：40～16：40
　　　　　　4　㈱ダイフレックス	 15：40～16：00	外壁タイル剥落防止法（エバガード、事例紹介）
　　　　　　5　三洋工業㈱	 16：00～16：20	運動施設鋼製床下地（スリーベース）
　　　　　　6　ロンシール工業㈱	 16：20～16：40	抗ウイルス機能付床材（ロンプロテクト）

　昨年の8月20日に広島市内で大規模な土砂崩れが発生し、多くの被害が起きたことは記憶に新しいことだと思います。
どのような地形が危険であるか、どのような対策が考えられるのかを知ることにより、実際の設計に反映できるのではない
かと考えました。
　そこで、今回は佐藤秀人先生をお招きし、「戸建住宅の基礎と地盤を考える－自然災害に強い基礎地盤は作れるか－」と
題し講演会を開催致しました。

耐震委員会

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms
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事務所名 専任者 所　在　地
電話番号

FAX番号

1
戸﨑建設株式会社
一級建築士事務所

戸﨑勝樹
〒425-0071
焼津市三ケ名1139-1

054-629-6188

054-629-6189

2
三井住友建設株式会社

一級建築士事務所
深澤伸俊

〒420-0837
静岡市葵区日出町1-2

054-266-7108

054-251-3339

3
株式会社薩川組

一級建築士事務所
川嶋章弘

〒424-0035
静岡市清水区横砂南町14-1

054-366-0315

054-364-4392

平成26年度
新入会員入会リスト（正会員）

加入するとこんな特典等があります
1	 スキルアップ

3	 国や都道府県との情報共有

5	 実務的情報の提供

2	 信頼の証

4	 転ばぬ先の杖

6	 人脈を活かす

7	 社会貢献事業

協会が実施する講習会・研修会・セミナー（参加費補助）
によって豊富な知識・技術を得る機会に恵まれています。

建築士事務所協会を通じ、国や都道府県から迅速かつ正確
な情報を得られるのみならず、逆に国や都道府県に対して
私たち建築士事務所の『現場の声』を発信できます。

業務報酬基準に関する資料、事務所経営や業務に関する実
務的情報をきめ細かくいち早くお届けします。
（各種刊行物、用紙類の割引、各種検査機器の貸出）

より厳しく自らを律することにより、社会的ステータスを
確立し、また、建築主に信頼される体制を築いています。

機関誌やホームページを通して情報入手や意見交換、作品
発表ができるのみならず、連合会が運営する建築士事務所
の賠償責任保険加入に関して優遇措置があります。

事務所どうしのネットワークを活用し、業務の幅を広げる
ことができます。

社会貢献事業を積極的に行っています。
（福利厚生施策の充実）

新規会員募集

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

新入会員紹介
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事務所名 担当者 所　在　地
電話番号

FAX番号

1 松本印刷株式会社 奥村公一
〒420-0054
静岡市葵区南安部1-1-18

054-255-4862

054-253-2309

2 有限会社丸和橋本興業 橋本卓也
〒424-0002
静岡市清水区山原210-1

054-367-1211

054-367-0320

3 株式会社マルチ 佐藤元保
〒421－1221
静岡市葵区牧ヶ谷2092

054-278-0310

054-278-0240

4 株式会社望建工業 望月二郎
〒420－0885
静岡市葵区大岩町3-13

054-200-3000

054-207-7088

5
株式会社

エー・ジー・テクニカル
渡辺恭久

〒421-0133
静岡市駿河区鎌田370-1

054-259-5428

054-259-4275

6 ジブラルタ生命保険株式会社 及川　実
〒420-0031
静岡市葵区呉服町1-1-2
静岡呉服町スクエア6階

054-205-3911

054-252-5524

7 株式会社新山 新山　久
〒421-0112
静岡市駿河区東新田34

054-374-0579

054-374-0584

8 有限会社マル与森建築 森　敏博
〒421-1215
静岡市葵区羽鳥3-17-3

054-278-6461

054-659-0885

9 山重建設工業株式会社 山本重義
〒420-0956
静岡市葵区南1561-8

054-294-7846

054-246-6167

10 株式会社ミキ 三木清夫
〒420-0961
静岡市葵区北141-1

054-246-8672

054-246-8715

平成26年度
新入会員入会リスト（協力会員）

自動扉・設計・施工・管理
中日本オート・ドア株式会社

自動扉総合管理

本社 静岡

沼津営業所・浜松営業所

静岡市東新田1丁目14の25
電話＜054＞259-0119㈹  FAX＜054＞259-0170
call@e-door.co.jp

株式会社

野村商店Since1922
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18　6 7

セメント・生コン,上下水道資材,外壁・基礎工事,環境リサイクル事業,携帯電話販売

代表取締役社長　肥田　隆輔
本社
富士支店
浜松支店
小笠営業所
名古屋支店

静岡市葵区柚木570番地
富士市前田133番地
浜松市南区石原町270番1号
掛川市中3146番地
名古屋市中村区則武1-9-9　　

TEL（054）265-2222（代）
TEL（0545）64-0100
TEL（053）426-5060
TEL（0537）74-3919
TEL（052）459-1360　　
　　　

お客様の満足と信頼を大切に
常に安全で品質の高い技術を提供します

〒425－0081　静岡県焼津市大栄町2丁目5番2号

TEL　054－626－5636　FAX　054－626－5638
URL　http://fuji-dk.com　富士電工　焼津

代表取締役 池谷孝宣

株 式 会 社 富 士 電 工
BCP（事業継続計画）策定企業

認証・登録番号0004330

平成26年度　第１回支部理事会
❶　日　　時
平成26年４月11日（金）　13：30～　三役会本会事務局 

14：30～　理事会本会事務局 

❷　会　　場
本会事務局　大会議室 

❸　会　　議
（1）開会
（2）支部長挨拶
　　本会は、総会（５月30日）が終わってから新年度。
　　支部全体会議に向けて準備をお願いします。
（3）本会理事会報告
　　① 第１号議案　新規加入会員の承認について 
　 　　東部支部退会者が増えている
　　② 第２号議案　平成26年度事業計画の承認について
　　③ 第３号議案　平成26年度予算の承認について 
　　　 予算が大変きびしいです
　　④ 三会共同提案と自民党設計議連勉強会について 
　　⑤ ふじの国リフォーム支援センターへの参加及び
　　　 サポート会員の募集について
　　⑥ 耐震改修促進法に規定する同等講習の認定について 
　　⑦ 平成26・27年度役員・委員会組織図について

❹　審議事項 
　　① 第１号議案　平成25年度委員会報告について 
　　　 個々に訂正があれば連絡
　　② 第２号議案　平成25年度収支決算書について 
　　　 講習会収入が今年度はなかったです
　　③ 第３号議案　役員改選について

　　　 担当委員会名がついてないです
　　④ 第４号議案　平成26年度事業計画案について 
　　　 します・まいります→するというような言葉に直す
　　　 漢字、ひらがな等文書を統一すること
　　　 案は消す
　　⑤ 第５号議案　平成26年収支予算書案について
　　⑥ 第５号議案　平成26年収支予算書案（裏）について 
　　⑦（一社）静岡県建築士事務所協会出向者について
　　⑧ 平成26年度全体会議・親睦会来賓出欠について
　　　 来賓挨拶は２名で。
　　⑨ 全体会議タイムスケジュールについて 
　　　 議事→報告
　　　 議事報告で新旧役員入れ替えをする
　　　 担当名は後ほど連絡する
　　⑩ 春の親睦会次第・日程等について
　　　 開会の辞→清水副支部長
　　　 新入会員、協力会員の紹介をする 
　　　 正副委員長・監事のみ自己紹介
　　⑪ ホームページ掲載募集について 
　　　 その他

❺　会員拡大プロジェクト会議
　　① 会員拡大について
　　② その他 

❻　報告事項
　　① 平成26年度年間スケジュールについて 
　　② 定期無料相談会日程表について 
　　③ 建築住宅相談センター日程表について 
　　　 その他

平成26年度　第２回支部理事会
❶　日　　時 
平成26年６月10日（火）　14：30〜　三役会本会事務局

　15：30〜　理事会本会事務局

❷　会　　場
本会事務局　大会議室

❸　会　　議 
（1）開会
（2）支部長挨拶 
（3）本会理事会報告
1. 平成26・27年度の組織について
2. 平成26年度　年間スケジュールについて（本会）
3. 総会懇親会分担表（各支部）について

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

理事会報告

20



4. 平成26年度定時総会出席者等について
5. 自民党設計議連からの要請について
6. 建産連からの要請について

❹　審議事項
1. 平成26年度納涼親睦会について
８月６日（水）午後６時30分開会
パルシェ屋上ビアガーデン
ビンゴ景品は日本ハムを入れる予定です。

2. 「静岡県草薙総合運動場体育館」
施設見学について
その他
申込期限６月18日→６月25日に変更したい。
案内文は再度検討して直す
メールにて理事に確認する。

❺　会員拡大プロジェクト会議 
1. 会員拡大について
20名目標（各委員会２名目標にする）

2. その他

❻　報告事項 
1. 平成26年度年間スケジュールについて
2. 中部建築技術会主催ゴルフコンペについて
７月17日（木）
リバ富士カントリークラブに決定

3. 全体会議決算書について
4. 春の親睦会決算書について

❼　委員会報告 
1. 総務委員会　　　
2. 会員委員会　　　
3. 研修委員会
日帰り旅行９月11日（木）

4. 業務委員会
10月７日（火）ペガサート
13：00〜17：00

　２部構成　
 （助成金・ファイナンシャルプランナー）

5. 都市委員会
6. 技術委員会
11月21日（金）セミナー予定。
山梨先生　
ペガサートプレゼンテーションにて

7. 耐震委員会
平成27年２月に講習会予定しています。　　　

8. 広報委員会　　※ホームページ開設 
ホームページについて
今日から公開しました。　　　

9. 中部建築技術会
10月10日〜11日　出雲の方向で検討。

平成26年度　第３回支部理事会
❶　日　　時
平成26年７月８日（火）　14：30～　三役会本会事務局
　　　　　　　　　　　 15：30～　理事会本会事務局

❷　会　　場
本会事務局　大会議室

❸　会　　議 
（1）開会 
（2）支部長挨拶 
（3）本会理事会報告 
　　① 第１号議案　新規加入会員の承認について 
　　② 全国会長会議について 
　　③ 東北北陸ブロック会長会議について
④ 静岡県住宅・建築物耐震化推進協議会総会・講習会につ
　 いて
⑤ 今後の講習会等のスケジュールについて 

⑥ 適合証明技術者講習について 
⑦ 定期無料建築相談会について
 開催週の前回までを来日（前週の金曜日）
⑧ 会費未納者について
⑨『人と建築」フォトコンテストについて
⑩ 会員拡大委員会（本会）会議録について
 ６月18日開催。複数支部加入の協力会員について入会
 金は支部への活動費に還元

❹　審議事項 
① 研修委員会日帰り研修について
 東京９月11日（木）　１事務所３名以内とする。
 見学場所の資料がほしい。
 CPDはどうだろうか？調べてみる。
② 業務委員会講習会について 
 非会員の人にも、案内したらどうか？ 2,000円/人
 アンケート配る（非会員） 
 生年月日をとる（申込書）
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平成26年度　第４回支部理事会
❶ 日　　時
平成26年11月11日（火）　14：00～　三役会本会事務局
　　　　　　　　　　　 15：00～　理事会本会事務局

❷ 会　　場
本会事務局　大会議室 

❸ 会　　議
（1） 開会 
（2）支部長挨拶 
（3）本会理事会報告 
① 第１号議案　新規加入会員の承認について 
② 財政等改善について
 中部支部事務局と本会事務局が統括
③ 日事連会報誌寄稿の推薦について
 年男・年女依頼する
④ 平成27年度賀詞交歓会について 
 ４団体となる為、団体名を考えたい
⑤ 上期会計監査報告について 
 前期では、赤字になっている
⑥ 顧問弁護士の委託について 
 野末寿一弁護士と契約をしました。11月１日より
⑦ 今後の講習会等のスケジュールについて 
⑧ 会費未納者について 
 連絡しましたが、未納です。

❹ 審議事項
① 耐震委員会講習会について 
 平成27年２月10日（火）ペガサート７階大会議室　90名
 タイムスケジュール見直し。
② 都市委員会講演会について 
テーマを「新国立競技場の建設計画で問われること」に 
変更しました。
東京のみのテーマではなく静岡の問題としてもとりあ
げていただく。

③ 広報委員会ホームページについて（委員会報告）
投稿がないのでフォーマットを作成し配布し強制的に
投稿してもらう。
広報誌「THE TUBE」の広告の件について

④ 業務依頼の件について
事前に住宅・耐震診断等の設計が可能な会員リストを作
成しすばやい対応ができる体制を作って三役でもとり
あえず考えるようにする。
ホームページでの紹介でも良いのでは？本会を確認す
る。

❺ 報告事項
① 研修視察決算書について
　 予算書の訂正
② 来年度の研修の日程等について 
 ８月27日（木）羽田クロノゲート予約スミ（40名限定）
③ 業務講習会決算書について 

 協力会員のＰＲタイムを作る（15分程度）
③ 中部建築技術会　親睦旅行について 
 大阪方面とする。
④ 冬の親睦会予算書について 
 12月９日（火）　フレックスミュンヘン

❺　報告事項 
① 静岡県草薙総合体育運動場体育館工事見学会決算書に  
 ついて 
 ７月３日　技術委員会　大変盛況でした。

❻　会員拡大プロジェクト会議 
① 会員拡大について

② その他

❼　委員会報告 
① 総務委員会
② 会員委員会 
③ 研修委員会
④ 業務委員会
⑤ 都市委員会　６月18日開催！
⑥ 技術委員会　６月13日開催！
⑦ 耐震委員会
⑧ 広報委員会
⑨ 中部建築技術会

 

 

ご家庭や会社の片づけや遺品整理のお手伝い 

一般廃棄物・産業廃棄物の収集・運搬及び中間処理並びに最終処分 

 

丸徳商事有限会社 
 

ゴミの事でお困りの際はご相談ください！ 
 

静岡市清水区鳥坂５７５番地 TEL（054）345-5173 FAX（054）346-8862 
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平成26年度　第５回支部理事会
❶　日　　時
平成27年１月13日（火）　14：00～　三役会本会事務局
　　　　　　　　　　　　15：00～　理事会本会事務局

❷　会　　場
本会事務局　大会議室

❸　会　　議
（１）開会
（２）支部長挨拶
（３）本会理事会報告
① 第１号議案　新規加入会員の承認について
② 三会共同要望の実施について 
③ 第16回「人と建築」フォトコンテスト審査結果について
④ 建築関係団体新年会について 
 　士会は、参加団体としてではない
⑤ 今後の講習会等のスケジュールについて
 　２月20日木造在来工法でのセミナー開催

❹　審議事項
① 耐震委員会講習会について
２月10日午後２時　耐震セミナー（ペガサート７階）
会員向けと行政向けのチラシ有。会員以外は２千円

❺　報告事項
① 冬の親睦会決算書について 
 全参加者106名
② 都市委員会講演会決算書について 
③ 平成27年度　活動方針について 
④ 平成26年度　事業報告書について 
 １月31日までに
⑤ 平成27年度　事業計画案について
 ２月20日までに

❻　会員拡大プロジェクト会議
① 会員拡大について 

❼　委員会報告
① 総務委員会 
 非会員名簿作成していく。
② 会員委員会
③ 研修委員会
④ 業務委員会
⑤ 都市委員会
⑥ 技術委員会
⑦ 耐震委員会 
⑧ 広報委員会 
 正会員作品紹介をたくさん募集したい
 写真３枚とコメントでＯＫです。
⑨ 中部建築技術会

④ 業務講習会アンケート結果について 
⑤ ＢＩＭ講習会参加者名簿について 
 90名参加
⑥ 中部建築技術会親睦旅行決算書について 

❻ 会員拡大プロジェクト会議  
① 会員拡大について
各委員会　正会員を１名入れることを目標にしてほし
い。

❼ 委員会報告 
① 総務委員会 
 非会員名簿の作成
② 会員委員会
 冬の親睦会の参加者少ない。メールにて再募集！
③ 研修委員会
④ 業務委員会
⑤ 都市委員会
⑥ 技術委員会
 半日講習会となりました。
⑦ 耐震委員会

⑧ 広報委員会
⑨ 中部建築技術会
 その他（建築三団体エリア情報交換会の件）
 中部支部として名前がでます。
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　昨年は国内の原子力発電所が稼働しない1年と

なり、今年はその再稼働を含めたエネルギー政策

の行方が非常に注目されています。

　「エネルギーのベストミックス」について熱い

議論が交わされ、国が最適な電源構成を示すこと

が求められています。

　そんな状況の中、昨年の浜岡原子力発電所に続

き、今年は清水エル･エヌ･ジー株式会社（以下、

清水ＬＮＧ）の袖師基地を見学しました。

　清水LNGは1992年静岡ガス株式会社と東燃ゼ

ネラル石油株式会社の合同で設立され、1996年

に袖師基地が完成、営業を開始しました。

　マレーシアとオーストラリアで採れた天然ガスはマイナス162℃

に冷却されたＬＮＧとなり、専用輸送船にて清水港に運ばれて袖師

基地でタンクに貯蔵され、需要に応じて都市ガス化して供給されて

います。超極低温で液化することで体積を1/600にして海上輸送さ

れ、海水の熱でＬＮＧを気化させるために海の近くにあります。

　他の化石燃料に比べクリーンな天然ガスは県内はもちろん、パイ

プラインのネットワークにより北関東へも送られており、いざとい

うときは首都圏や日本海側地域へも届けられます。

　現在、日本の基幹エネルギーともいえる天然ガス供給の仕組みに

直接触れることのできた貴重な機会となりました。

　清水LNGでのレクチャー

の中で、清水港は水深が深

く波が穏やかなため「天然

の良港」といわれていると

の説明が印象的でした。

　お昼は、そんな清水港魚

市場「河岸の市」にあるマ

グロ職人の食堂「おがわ」

で・・・

　刺身定食やネギトロ丼など、リーズナブルで美味し

いと評判です。

　マグロも今や貴重な海洋資源・・・

　身近なところで、エネルギーと食の問題に向き合う

ことができ、普段とちょっと切り口の違うおすすめの

地元スポットです。

清水 LNG＆日本建築専門学校視察� 広報委員　　　永田　章人

TUBE L・E・P 2015
『清水エル ･エヌ ･ジー株式会社袖師基地』に行ってきました。
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TUBE L・E・P 2015

　ランチの後、一路富士宮へ向かうと途中から雪

景色に・・・

　次の見学先は「日本建築専門学校」その名の通

り「日本建築」を専門に学ぶ学校です。

　昭和62年より創立30周年を迎え、全国から年齢、

性別に関係なく4年間のカリキュラム（座学と実

習）により、伝統木造建築から現代建築技術まで

日本建築にこだわって身につけることが出来ると

のこと。（就職率はなんと、100％）

　また、4年制大学卒業と同等の一級建築士受験資

格が取得できます。

　キャンパス内には複数の木造建築校舎や施設が

あり、雪景色にも何とも言えない風情です。

　実習棟の中には、三島大社の滝川神社で焼失した社の復元なども行われていてリアリティーのある教育の

システムが実践されているようでした。

　地元の建築家も講師としてご活躍されているようで、地域の日本建築の伝統の保存承継にも多大な貢献が

あると思われます。

　実習課題の作品には、学生の作品とは思えない力作が多く、全寮制で切磋琢磨できる環境が整備されてい

るようでした。

　様々な地域で活躍できる日本建築の技術者が、今後一人でも多く成長してくれる事を祈念しつつ、帰路に

つきました。ありがとうございました。

富士宮「日本建築専門学校」
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第22回冬季五輪／ソチオリンピックをロシア
で開催。
スケート羽生選手金メダル、スキージャンプ笠井選手銀
メダル

映画「アナと雪の女王」が大ヒット。
日本での興業収入260億円

笑っていいとも！が放送終了。
放送開始通算8054回という放送回数により、森田一義（タモリ）が「生放送バラエ
ティー番組 単独司会最多記録」

第20回男子FIFAワールドカップを
ブラジルで開催。
ドイツ優勝、日本予選通過ならず。

デング熱の国内感染を69年ぶりに確認した。

ビットコインのマウントゴックスが経営破綻。
被害総額460億円

あべのハルカスがグランドオープン。
地上60階建て、高さ300m日本で最も高い
超高層ビル

消費税が5%から8%にＵＰ。

世界遺産に「富岡製糸場と絹産業
遺産群」が登録された。

株式
会社渡邊鐵工所

藤 枝 工 場 静岡県藤枝市善左衛門 1471-12

大井川工場
共通E-mail：nabetetsu@tokai.or.jp

静岡県牧之原市細江 6218-2
〒426-0053　TEL 054-634-3211　FAX 054-636-7551

K
綿半鋼機は、屋根・外装工事で培われた技術力によって、これからの社会に求められる
「経済性」と「環境性」の両性能をバランスよく取り入れた建物構築をサポートいたします。

静岡営業部 静岡営業グループ 〒422-8034 静岡市駿河区高松 1-7-21
TEL.054-686-0088 FAX.054-237-8903 

静岡営業部 浜松営業グループ 〒435-0048 浜松市東区上西町 62-3
TEL.053-461-1092 FAX.053-464-8556

平成26年を振り返ってどんな年だったのか纏めてみました。

2月

3月

4月

6月

8月
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福島第一原発4号機の核燃料取り出し終了。

ノーベル物理学賞を、省エネで長寿命の照明に使われる青色発光ダイオード
（LED）を開発した天野浩名古屋大教授（54）＝浜松市出身＝ら３人に授与。

トヨタ自動車が「MIRAI」を発売。
水素と酸素を化学反応させて電気を作る燃料電池
自動車。価格は、723万6,000円（税込）。

ニンテンドー3DS「妖怪ウォッチ」が大ヒット。

リニア新幹線が工事安全祈願式を行い着工。
ＪＲ東海は2027年の開業、総工費９兆円

高倉健（俳優）が悪性リンパ腫で死去。その後菅原文太も逝く

小惑星探査機「はやぶさ2」打ち上げ成功。
小惑星2018年に到着。着陸して石を採取し、東京五輪が開かれる20年に
地球へ帰ってくる計画。

「全米オープン」を開催。
錦織圭が準優勝。
ユニクロウエアー売り切れ続出

流行語大賞「ダメよ～ダメダメ」
受賞者／日本エレキテル連合（橋本小雪、中野聡子）お笑いコンビ

御嶽山が噴火。
突然の水蒸気爆発、死者57名、
行方不明者6名という大惨事

渡 会 工 業有限
会社
専務取締役 渡 会 成 浩

〒420-0934 静岡市葵区岳美８番６号
TEL（054）248-1513　FAX（054）248-9172
携帯 TEL090-3250-9035　E-mail:watarai@hw.tnc.ne.jp

●総合防水工事　●シーリング工事

ワイ・エス販売株式会社

本社／静岡市葵区長沼2丁目14番34号　TEL〈054〉262-6291㈹
YKK AP取扱店 http://www.ys-h.co.jp

9月

10月

11月

12月
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　広報委員会では広報誌を通年は年６回の発行をしてきました。近
年は予算の都合により年３回の発行を余儀なくされています、年３
回の発行ではタイムリーな記事を提供することが難しく読者離れ、
また、会員の減少が進む事を懸念しています。前から問いただされ
ていたＨＰの活用を今年度より広報委員会で運営・管理して行く事
にしました。
　設立時から発行している広報誌（ザ・チューブ）も 100 号を超え、
無くしてしまうのは心苦しいし、また、楽しみにしている会員もあ
り年１回の発行とさせていただきます。
　今後も広報委員一同、皆様に愛読されますよう頑張って行きます
のでよろしくお願いします。

広報委員会委員長　西原　　桂

　事務所としては以前より同会にお世話になってまいりましたが、
個人的に同業者の皆様と横のつながりを築きたいと考え、昨年 4月
より中部支部にお世話になって参りました。
　広報委員会に招いて頂きましたが、本業と同会との両立が下手く
そで、まったく役立たずな一年となってしまったことを反省してお
ります。
　しかし同会のホームページは一般の方々も訪れる場として直実に
成長してきていることが分かりました。この場が益々盛り上がるこ
とを願っております。

広報委員会副委員長　塚本　章博

　一般ユーザーへ協会の活動内容などをホームページから情報発信
する大変さを改めて実感した１年でした。
　月々の情報更新を行うことで、少しずつではありますが身近に感
じられるようになればと思います。

広報委員　増田　洋健

　アナログ人間の私が？と戸惑いながらＨＰの立上げに参加し、貴
重な体験をさせていただきました。委員会後の一杯も楽しみで、先
生方の建築に対する想いも伺うこともでき有意義な一年を過ごさせ
ていただきました。ありがとうございました。

広報委員　堂脇　憲一

　自分の文章が活字になると、なんか一種の書き手になったように
感じられるのは、私だけでしょうか？そのプレッシャーのために今
までかけずにいた編集後記投稿を早くしろとの指示で、なんか書こ
うと思うのですが、下手なことは書けないし、題材はなんでも構わ
ないし委員全員に書けとの指示が出ていて、ひねり出そうとはする
のですが、もともと貧相な頭なので、枯れた井戸から水は出ないの
ごとし　なんにも出ないので、あと一年の広報委員の責務を全うし
ますとのお約束をして編集後記といたします。

広報委員会副委員長　坂野　美昭

　平成 26 年度は、広報誌の電子化元年となりました。
　メルマガの配信も始まり、中部支部のホームページをご覧になる
機会が増えた方や初めて見たという方もいらっしゃるようで、何れ
にしても今後は支部活動の広報が紙媒体から電子媒体に移行して、
よりタイムリーな情報提供が可能となったことを実感します。
　この広報誌も年に 1回の発行としたことで内容も充実し、保存版
支部活動年鑑として役割が一層明確になったように思います。来年
はさらに、会員や一般の方々の意見やニーズを反映したインタラク
ティブな広報活動が出来るように委員会で力を合わせていきたいと
思います。ありがとうございました。

広報委員　永田　章人

西 原　　 桂
坂 野 美 昭
塚 本 章 博
永 田 章 人
小 杉 洋 子
堂 脇 憲 一
福 島 民 登
駒 見 太 郎
望 月　　 亮
柴 田　　 修

杉 村 久 雄
加 藤 光 浩
橋 本 卓 也
増 田 洋 健
市 川　　 諭
堀 田 真 吾
渋 谷 美 樹
岸 端 照 道
西 村 哲 也

広 報 委 員

編集後記

THE TUBE Shizuoka Association of Architectural Firms

編集後記

28



㈱アディックス都市建築設計事務所

※技術者随時募集中 ホームページ：http://www.adx.co.jp
TEL 054-347-8505　メール：info@adx.co.jp

“建築” その先を見つめて

〒422-8072 静岡市駿河区小黒三丁目６番９号

Creative Cluster

054-281-1155
054-282-5502

E - m a i l
http://www.harigaya.com

i n f o@harigaya.com

T E L
F A X

U R L

企業組合 針谷建築事務所

代表理事　鳥  居  久  保

ＩＳＯ９００１ 認証取得

〒422-8072 静岡市駿河区小黒三丁目６番９号

Creative Cluster

054-281-1155
054-282-5502

E - m a i l
http://www.harigaya.com

i n f o@harigaya.com

T E L
F A X

U R L

企業組合 針谷建築事務所

代表理事　鳥  居  久  保

ＩＳＯ９００１ 認証取得
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054-281-1155
054-282-5502
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企業組合 針谷建築事務所

代表理事　鳥  居  久  保

ＩＳＯ９００１ 認証取得
〒422-8072 静岡市駿河区小黒三丁目６番９号

Creative Cluster

054-281-1155
054-282-5502

E - m a i l
http://www.harigaya.com
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T E L
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企業組合 針谷建築事務所

代表理事　鳥  居  久  保

ＩＳＯ９００１ 認証取得

営業拠点 吉田・静岡・浜松・袋井・沼津・東京 生産拠点 川尻工場（吉田町川尻） 6

店舗・事務所のウインドー装飾ならお任せください。
大型ディスプレイ・ウィンドウディスプレイ、POP、ノベルティなど。
「こんなモノあったらいいな」 「こんなモノに印刷できるかな」を、お聞かせください！
UVインクジェットプリンタとカッティングプロッタ、ラミネータを駆使すれば、アイデア次第で
様々なモノを作ることが可能です。こんなモノを作りたい！その時は、ぜひご相談ください。
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一般社団法人　静岡県建築士事務所協会 中部支部
chubushibu@shijikyo.or.jpホームページ：http://www.shijikyocyubu.org/

〒420-0853　静岡市葵区追手町2-12 安藤ハザマビル7階

TEL:054-251-9190　FAX:054-255-8955


